
 

 

 

 

 

    

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨年度から研究推進事業委託校として、田名中学校区の３校（田名中学校・田名小学校・田名北小学校）が、「キ
ャリア教育の推進」に係る研究に取り組んでいます。今年度は研究２年目ということで、昨年度の取組を土台にしなが
ら、さらなる積み上げがなされています。そんな田名中学校区の取組について紹介いたします。 
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研究推進事業「キャリア教育の推進」 
田名中学校・田名小学校・田名北小学校の取組 

研究主題 
「自ら考え行動できる児童・生徒」「人の気持ちを理解し、助け合うことのできる児童・生徒」を 
育む教育活動の展開 

研究主題を受け、３校で連携して作成した

「田名中学校区の児童・生徒がめざす姿」に

なります。発達段階に応じて、めざす姿が具

体化されていることや小学校・中学校だけ

でなく、幼保小中連携を踏まえ、保育園・幼

稚園における姿も明示したことがポイント

です。 

元立正大学非常勤講師 清水隆
彦先生を講師としてお招きし、
「キャリア教育の視点による
授業」についてご講演いただき
ました。(第 1 回・第３回小中
一貫の日より) 

「キャリア教育の視点による授業の

展開」や「小中のつながりをどう意識

するか」という視点で協議を行いまし

た。(第1 回小中一貫の日より) 



 
                                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       
 
 
 
 

まずはじぶんでかんがえます。  

キャリア教育を通じて育成した
い力について、カードを用いて
授業の課題や児童生徒の発言と
関連付けたり、価値付けたりし
ます。 

キャリア教育の年間計画を学年毎に作
成するとともに、教室や廊下に掲示し
て児童と共有し、見通しをもって学習
したり、様々な活動をキャリアの視点
でつないだりします。 

各学年のテーマを設定する際も、キャリアの力
を踏まえたものにすることで、児童が様々な活
動に取り組む場面や振り返る場面等において
も、キャリアの力を意識することができます。 

学級活動の振り返りカードに、キャリアの
視点を踏まえた項目を設定することで、児
童生徒が自己の変容を具体的に捉え、成長
を実感することにつながります。 

校内研究等で公開する授業の指導案
を作成するにあたり、教科の特性を
踏まえた上で、キャリアの視点で育
成すべき基礎的・汎用的能力や単元
で学習する内容との関連を明確に示
し、単元の中での指導について、育
みたい力とそれを発揮する場面を具
体的に意識して指導にあたるように
しています。 

令和８年１月１９日(月)に、文部科学省・経済産業省・厚生労働省

が共同開催した「令和７年度キャリア教育推進連携シンポジウム」にお

いて、田名中学校区の３校が「文部科学大臣表彰」を受けました。この

表彰は、「キャリア教育の充実発展に尽力し、顕著な功績が認められ

た学校等を表彰する」ものです。 

  田名中学校区の実践は、「３校が共通の意識で取り組んでいること」と

「それぞれの学校が自校のよさを引き出しながら取り組んでいること」が

特徴の１つといえます。キャリア教育を推進するにあたり、学ぶべきところの

多い研究です。今後とも田名中学校区の取組にご注目ください。  


